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平成２６年度 決算報告書 （第１１期事業年度） 

 

 

国立大学法人帯広畜産大学 

 

（単位：百万円） 

区  分 予算額 決算額 
差 額 

(決算－予算) 
備 考 

収入     

運営費交付金 ２，４９０ ２，７８２ ２９２ （注１）

施設整備費補助金 ０ ９９４ ９９４ （注２）

補助金等収入 ２１２ ５７９ ３６７ （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 ２４ ２４ ０  

自己収入 １，０９１ １，１０３ １１  

授業料、入学料及び検定料収入 ７３２ ７４２ １０ （注４）

雑収入 ３５９ ３６０ ０  

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 ４７１ ５６０ ８８ （注５）

 目的積立金取崩 １０７ ０ △１０７ （注６）

   

計 ４，３９７ ６，０４３ １，６４５  

支出   

業務費 ３，６７６ ３，５４０ △１３６  

教育研究経費 ３，６７６ ３，５４０ △１３６ （注７）

施設整備費 ２４ １，０１８ ９９４ （注８）

補助金等 ２１２ ５７９ ３６７ （注９）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 ４７１ ４６１ △１０ （注１０）

長期借入金償還金 １３ １３ ０  

   

計 ４，３９７ ５，６１２ １，２１４  

収入－支出 ０ ４３１ ４３１  

（注）決算報告書は、百万円未満切り捨てにより作成しております。 

（注）「運営費交付金」には、前年度からの繰越分１７５百万円が含まれております。 
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○ 予算と決算の差異について 

（注１） 運営費交付金については、業務達成基準を適用した特別経費及び費用進行基準を適用し

た特殊要因経費の前年度からの繰越額と予算段階では予定していなかった特別運営費交付

金が交付されたことにより、予算額に比して決算額が２９２百万円多額となっております。 

（注２） 施設整備費補助金については、前年度より繰り越した事業が交付されたことにより、予

算額に比して決算額が９９４百万円多額となっております。 

（注３） 補助金等収入については、前年度より繰り越した事業が交付されたことにより、予算額

に比して決算額が３６７百万円多額となっております。 

（注４） 授業料、入学料及び検定料収入については、主として授業料収入が見込額を上回ったた

め、予算額に比して決算額が１０百万円多額となっております。 

（注５） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった寄

附金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が８８百万円多額となっております。 

（注６） 目的積立金取崩については、執行計画の見直しにより、予算額に比して決算額が１０７

百万円少額となっております。 

（注７） 業務費については、教育研究経費において経費の節減に努めたことにより、予算額に比

して決算額が１３６百万円少額となっております。 

（注８） 施設整備費については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が９９４百

万円多額となっております。 

（注９） 補助金等については、（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が３６７百万

円多額となっております。  

（注１０） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注５）に示した理由により、収入

額は多額となっておりますが、複数年事業については翌事業年度へ繰り越すため、予算額

に比して決算額が１０百万円少額となっております。 


